
        

　
　
貯
水
槽
水
道
か
ら
直
結
給
水
へ
の

切
り
か
え
を
積
極
的
に
す
す
め
る
よ
う

だ
が
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
直
結
給

水
は
で
き
る
の
か
。 

　
ま
た
、
貯
水
槽
水
道
の
巡
回
の
際
、

管
理
者
に
対
す
る
適
正
管
理
の
啓
発
指

導
だ
け
で
な
く
、
希
望
す
る
住
民
に
対

し
て
水
質
診
断
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と

思
う
が
ど
う
か
。 

 

　
　
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
物
へ
の

直
結
給
水
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
増

圧
ポ
ン
プ
の
口
径
が
、
五
十
ミ
リ
か
ら

七
十
五
ミ
リ
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
十
五
階
百
四
十
戸
程
度
ま
で
可
能

と
な
っ
た
。 

　
ま
た
、
巡
回
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
貯
水

槽
と
給
水
栓
の
水
質
を
検
査
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
巡
回
の
際
に
、

お
客
様
か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
水
質

分
析
を
実
施
す
る
。 

   

　
　
四
月
に
設
立
予
定
の
（
仮
称
）
千

葉
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
は
、
一
部
事

務
組
合
の
よ
う
に
、
み
ず
か
ら
差
押
や

公
売
な
ど
が
で
き
る
権
限
を
持
っ
た
組

織
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

 

　
　
同
機
構
は
、
県
税
職
員
が
市
町
村

職
員
の
身
分
を
持
ち
、
市
町
村
職
員
と

と
も
に
、
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
捜
索
、

差
押
、
公
売
等
の
処
分
を
重
点
的
に
行

う
も
の
で
、
組
織
的
に
は
法
人
格
を
持

っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
機
能
的
に
は

一
部
事
務
組
合
と
そ
ん
色
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
、
市
町
村
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
姿
勢
や
徴
税
の
技
術
を
確

立
し
て
い
き
た
い
。 

   

　
　
公
立
病
院
に
お
け
る
医
師
確
保
対

策
と
し
て
、
現
役
の
医
師
を
県
外
か
ら

雇
用
す
る
対
策
や
研
修
医
へ
の
助
成
な

ど
を
行
お
う
と
し
て
い
る
が
、
医
師
確

保
研
修
資
金
貸
付
条
例
の
有
効
期
間
を

三
年
に
限
っ
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

そ
の
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

　
　
医
師
確
保
対
策
と
し
て
は
、
県
外

の
中
堅
医
師
を
市
町
村
が
雇
用
し
た
場

合
、
要
し
た
経
費
の
二
分
の
一
を
補
助

す
る
事
業
と
、
県
内
で
後
期
臨
床
研
修

を
受
け
る
医
師
へ
研
修
資
金
を
貸
与
す

る
事
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
三
年
間
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
後
期
臨
床
研
修
の
研

修
医
が
実
際
に
働
く
よ
う
に
な
る
三
年

後
か
ら
も
含
め
、
今
後
、
六
年
間
の
医

師
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。 

　
な
お
、
そ
の
後
の
対
策
と
し
て
は
、

あ
わ
せ
て
県
内
に
付
属
病
院
を
有
す
る

私
立
大
学
医
学
部
へ
の
補
助
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
卒
業
す

る
六
年
後
以
降
の
医
師
確
保
に
つ
な
げ

て
い
く
方
針
で
あ
る
。 

 

   

　
　
留
置
場
の
過
剰
収
容
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
現
状
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。 

 

　
　
県
下
三
十
九
警
察
署
の
す
べ
て
に

設
置
さ
れ
て
い
る
留
置
場
は
、
約
二
百

八
十
室
、
収
容
の
基
準
は
、
約
七
百
二

十
人
で
あ
り
、
過
剰
収
容
が
実
態
で
あ

る
。 

　
過
剰
収
容
対
策
と
し
て
は
、
捜
査
を

終
え
た
者
に
対
す
る
早
期
移
送
要
請
の

ほ
か
、
新
た
に
警
察
署
を
建
設
す
る
際

に
お
け
る
大
規
模
留
置
場
の
設
置
な
ど

で
対
応
す
る
。 

   

　
　
千
葉
県
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す

る
条
例
の
具
体
的
な
施
策
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。 

 

　
　
条
例
で
は
、
県
の
基
本
的
な
施
策

と
し
て
、
創
業
促
進
、
産
学
連
携
、
経

営
基
盤
の
強
化
、
人
材
確
保
、
地
域
づ

く
り
の
五
点
を
柱
と
し
て
い
る
。 

　
平
成
十
九
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

創
業
者
へ
の
利
子
補
給
制
度
の
創
設
、

制
度
融
資
の
再
編
、
地
域
づ
く
り
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
の
事
業
を
予
定

し
て
い
る
。 

   

　
　
「
園
芸
王
国
ち
ば
」
強
化
支
援
事

業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

 

　
　
本
県
の
農
業
産
出
額
の
約
五
〇
％

を
占
め
る
園
芸
振
興
対
策
と
し
て
、
本

事
業
で
は
、
Ｊ
Ａ
等
に
よ
る
産
地
戦
略

の
策
定
支
援
、
産
地
戦
略
を
作
成
し
た

産
地
に
お
い
て
、
営
農
組
合
や
認
定
農

業
者
に
よ
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
施
設

化
支
援
、
都
市
農
業
対
策
と
し
て
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
や
農
薬
飛
散
防
止
施
設
の
導

入
支
援
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

   

　
　
千
葉
外
房
有
料
道
路
は
今
回
の
料

金
改
正
に
よ
り
減
収
に
な
る
と
思
う
が
、

千
葉
市
か
ら
の
負
担
金
で
国
へ
の
償
還

分
を
穴
埋
め
で
き
る
の
か
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
新
料
金
へ
の
移
行
は
い
つ
か

ら
か
。 

 

　
　
平
成
三
十
五
年
一
月
末
ま
で
徴
収

す
る
料
金
を
含
め
て
、
す
べ
て
償
還
で

き
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
新
料
金
へ
の
移
行
は
、
千
葉

市
な
ど
関
係
機
関
か
ら
の
強
い
要
望
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

実
現
し
た
い
。 

   

　
　
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
県
教
育
委

員
会
の
見
解
を
聞
き
た
い
。 

 

　
　
い
じ
め
問
題
の
対
策
と
し
て
は
、 

漓
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
な
指

導
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る 

滷
い
じ
め
ゼ
ロ
宣
言
の
精
神
を
各
学
校

や
地
域
に
広
め
る 

澆
人
間
関
係
を
重
視
し
心
の
教
育
、
特

に
命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
充
実
を

進
め
る 

以
上
の
三
点
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

 

個　　人個　　人 個　　人個　　人 団　　体団　　体 
ス　ポ　ー　ツス　ポ　ー　ツ 

カ
ヌ
ー 

酒
井
　
汐
美 

佐
倉
市
立
染
井
野
小
学
校 

陸
上 

田
子
　
大
輔 

市
原
市
立
八
幡
東
中
学
校 

ボ
ウ
リ
ン
グ 

向
谷
　
美
咲 

市
川
市
立
南
行
徳
中
学
校 

陸
上 

山
野
　
友
也 

千
葉
市
立
幕
張
中
学
校 

陸
上 

戸
邉
　
直
人 

野
田
市
立
第
二
中
学
校 

陸
上 

嵐
川
　
愛
斗 

東
海
大
学
付
属
浦
安
中
学
校 

水
泳 

中
原
　
敬
二 

千
葉
市
立
花
園
中
学
校 

柔
道 

ヌ
ン
イ
ラ
　
華
蓮 

船
橋
市
立
八
木
が
谷
中
学
校 

陸
上 

坂
本
　
　
哲 

香
取
市
立
佐
原
中
学
校 

水
泳 

金
子
　
友
香 

千
葉
市
立
小
中
台
中
学
校 

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン 

佐
藤
　
優
香 

佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校 

テ
ニ
ス 

山
外
　
涼
月 

八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校 

カ
ヌ
ー 

木
村
　
亮
太 

君
津
市
立
周
西
南
中
学
校 

カ
ヌ
ー 

菅
谷
　
祐
介 

香
取
市
立
小
見
川
中
学
校 

レ
ス
リ
ン
グ 

鈴
木
　
美
織 

松
戸
市
立
第
六
中
学
校 

テ
コ
ン
ド
ー 

石
津
　
智
史 

浦
安
市
立
堀
江
中
学
校 

空
手 

高
橋
　
亮
太 

八
街
市
立
八
街
中
央
中
学
校 

陸
上 

家
鍋
　
健
太 

千
葉
県
立
匝
瑳
高
等
学
校 

水
泳 

村
上
　
優
海 

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校 

カ
ヌ
ー 

山
田
　
龍
穂 

流
通
経
済
大
学
付
属
柏
高
等
学
校 

水
泳 

麻
生
　
真
稔 

千
葉
商
科
大
学
付
属
高
等
学
校 

水
泳 

森
　
　
龍
之
介 

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校 

水
泳 

松
島
　
美
菜 

東
海
大
学
付
属
浦
安
高
等
学
校 

馬
術 

齋
藤
　
功
貴 

千
葉
県
立
多
古
高
等
学
校 

卓
球 

塩
野
　
絵
美 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校
高
等
部 

カ
ヌ
ー 

井
田
　
涼
介 

千
葉
県
立
浦
安
高
等
学
校 

陸
上 

櫻
井
　
憲
幸 

東
海
大
学
付
属
望
洋
高
等
学
校 

陸
上 

宮
田
　
寛
大 

東
京
学
館
船
橋
高
等
学
校 

陸
上 

岡
部
　
奈
緒 

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校 

陸
上 

本
多
　
　
綾 

成
田
高
等
学
校 

自
転
車 

佐
渡
　
空
史 

千
葉
県
立
京
葉
工
業
高
等
学
校 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

寺
澤
　
　
翼 

千
葉
県
立
実
籾
高
等
学
校 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

野
口
　
政
太 

千
葉
県
立
実
籾
高
等
学
校 

ボ
ー
ト 

小
倉
　
亜
沙
美 

千
葉
県
立
小
見
川
高
等
学
校 

空
手 

柴
山
　
恵
理
香 

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学
校 

ボ
ク
シ
ン
グ 

鳥
越
　
辰
弥 

習
志
野
市
立
習
志
野
高
等
学
校 

ボ
ク
シ
ン
グ 

中
村
　
晋
也 

習
志
野
市
立
習
志
野
高
等
学
校 

陸
上
※ 

松
井
　
俊
介 

流
山
市
立
北
部
中
学
校 

陸
上
※ 

渡
辺
　
多
恵 

大
網
白
里
町
立
白
里
中
学
校 

カ
ヌ
ー 

Ｂ
＆
Ｇ
香
取
市
小
見
川
海
洋
ク
ラ
ブ 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー 

市
原
Ａ
Ｃ 

陸
上 

千
葉
県
選
抜
陸
上
チ
ー
ム 

ボ
ー
ト 

香
取
市
立
小
見
川
中
学
校 

カ
ヌ
ー 

香
取
市
立
小
見
川
中
学
校 

 

水
泳 

千
葉
市
立
花
園
中
学
校 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

松
戸
市
立
第
六
中
学
校 

陸
上 

東
海
大
学
付
属
望
洋
高
等
学
校 

陸
上 

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校 

ラ
イ
フ
ル
射
撃 

千
葉
県
立
実
籾
高
等
学
校 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

千
葉
敬
愛
高
等
学
校 

山
岳 

千
葉
県
代
表
山
岳
チ
ー
ム 

サ
ッ
カ
ー 

千
葉
県
代
表
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム 

水
泳 

千
葉
県
代
表
水
泳
チ
ー
ム 

カ
ヌ
ー 

千
葉
県
代
表
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム 

少
林
寺
拳
法
（
女
子
組
演
武
の
部
） 

桜
林
高
等
学
校 

少
林
寺
拳
法
（
男
子
組
演
武
の
部
） 

桜
林
高
等
学
校 

卓
球
（
一
部
男
子
団
体
戦
） 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校
高
等
部 

卓
球
（
一
部
女
子
団
体
戦
） 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校
高
等
部 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
※ 

千
葉
県
代
表
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム 

フ
ッ
ト
サ
ル
※ 

Ｆ
Ｃ
ク
ラ
ッ
キ
ス
松
戸 

※
は
、
三
月
九
日
に
議
長
室
に
お
い
て
、
五
個
人
・
六
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

    

〔
一
面
か
ら
の
続
き
〕 

▽
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議 

▽
君
津
広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
一
部
を
改
正
す

る
規
約
の
制
定
に
関
す
る
協
議 

▽
千
葉
県
競
馬
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規

約
の
制
定
に
関
す
る
協
議 

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結 

▽
専
決
処
分
の
承
認 

▽
契
約
の
締
結
（
二
件
） 

▽
負
担
附
き
の
寄
附
の
受
入
れ 

▽
権
利
の
放
棄
（
二
件
） 

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解 

▽
和
解 

▽
市
町
村
が
負
担
す
べ
き
金
額 

▽
人
事
案
件
（
十
七
件
） 

（
議
員
提
出
） 

◆
規
則
・
条
例
の
一
部
改
正
（
二
件) 

▽
千
葉
県
議
会
会
議
規
則 

▽
千
葉
県
議
会
委
員
会
条
例 

   

▽
公
開
制
度
見
直
し
な
ど
戸
籍
法
の
早
期
改
正
を

求
め
る
意
見
書 

▽
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書 

▽
医
師
不
足
を
解
消
し
、
安
心
で
き
る
地
域
医
療

体
制
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書 

   

▽
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
（
第
一
項
・
第
二
項
） 

可
決
さ
れ
た
意
見
書 

採
択
さ
れ
た
請
願 

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
議
案 

受
賞
者
代
表 

謝
辞 

児
童
・
生
徒
表
彰 

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会 

健
康
福
祉
常
任
委
員
会 

総
務
常
任
委
員
会 

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会 

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会 

県
土
整
備
常
任
委
員
会 

農
林
水
産
常
任
委
員
会 

文
教
常
任
委
員
会 

主
な
質
疑
質
疑
か
ら
か
ら 
各
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の 

主
な
質
疑
か
ら 
各
常
任
委
員
会
の 
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